
いちごドリルプリント

九州地方 名前

問1 鹿児島県の南方に位置し、人口約3万人のある島に関する統計資料において、「日本最大のロケット打ち上げ施設（宇宙センター）があり、宇宙
開発関連の観光が行われている」「農業ではサトウキビの生産が盛んである」と説明されている島はどこですか。 （2019年 東京都公立入試 類似）

1. 種子島 2. 奄美大島 3. 壱岐島 4. 屋久島

問2 熊本県の自然環境について述べた文として、地形と河川の特徴が正しく組み合わされているものはどれですか。 （2025年 東京都公立入試 類似）

1. シラス台地を流れる川内川の流域
において、広大な畑作地帯が形成さ
れている。

2. 南部の盆地を通り西へ流れる球磨
川の下流域に、平野が形成されてい
る。

3. 北部の筑紫平野を流れる筑後川の
周辺に、大規模なクリークが発達し
ている。

4. 東部の険しい山地を流れる大淀川
の下流に、広大な宮崎平野が広がっ
ている。

問3 九州地方南部の鹿児島県から宮崎県にかけて広がる、過去の巨大な火山活動による噴出物が厚く積み重なって形成された広大な台地を何と呼び
ますか。 （2019年 三重県公立入試 類似）

1. シラス台地 2. 甲府盆地 3. 筑紫平野 4. カルデラ

問4 九州地方に位置し、人口が約163.7万人である県の農業の特色について述べます。この県は、農業産出額が約4435億円と九州の中でも非常に高
く、その内訳を見ると畜産が約2837億円と、産出額全体の半分以上を占めています。このような産業構造を持つ県はどこですか。 （2019年

埼玉県公立入試 類似）

1. 鹿児島県 2. 宮崎県 3. 鳥取県 4. 沖縄県

問5 九州地方の再生可能エネルギーに関する調査報告において、大分県には日本最大級の出力規模を誇る八丁原発電所があることが紹介されていま
す。この発電所が位置する自治体名を次から選びなさい。 （2022年 千葉県公立入試 類似）

1. 長崎県雲仙市 2. 鹿児島県霧島市 3. 熊本県阿蘇市 4. 大分県九重町

問6 日本の諸都市の気象データにおいて、一月の平均気温が十度前後と高く、かつ七月の月降水量が三百五十ミリメートルを超える非常に多い降水
量を示す都市として、最も適切なものはどれですか。 （2023年 福井県公立入試 類似）

1. 宮崎市 2. 金沢市 3. 大阪市 4. 札幌市

問7 日本の諸地域の気候を比較したとき、那覇市の平均気温や降水量の特色について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2024年

栃木県公立入試 類似）

1. 夏と冬の気温差が非常に大きく、
札幌市などの北日本の都市と同様に
、冬の降水量が１年の中で最も多く
なる。

2. 年間を通じて気温が高く、１月と
７月の平均気温の差は、内陸に位置
する松本市などの都市と比べて小さ
い。

3. 亜熱帯に近い気候のため、年間の
降水量は日本で最も少ない部類に入
る高松市よりも、すべての月におい
て下回ることはない。

4. 年間の平均気温は福岡市などの九
州地方の都市よりも低くなるが、梅
雨や台風の影響で年間の降水量は非
常に多い。

問8 温泉の源泉数が全国で最も多いことで知られる大分県の地域的特徴について、地形や産業の観点から述べた説明として最も適切なものはどれで
すか。 （2019年 徳島県公立入試 類似）

1. 火山活動が活発な地域に位置して
おり、別府や由布院などの温泉地が
観光の拠点となっている。

2. 亜熱帯の気候を生かして、サトウ
キビやパイナップルなどの栽培が盛
んに行われている。

3. 広大な干拓地を有しており、機械
化された大規模な農業によって小麦
の生産が行われている。

4. 筑後川の下流に広がる平野部を利
用して、米と小麦の二毛作が盛んに
行われている。

問9 関東地方の卸売市場におけるきゅうりの出荷状況をみると、福島県産などは夏場に供給のピークを迎えるのに対し、宮崎県産は11月から翌年5月
にかけての供給量が多くなっています。宮崎県がこのような出荷時期の調整を行う主な理由として、最も適切な説明はどれですか。 （2022年

宮城県公立入試 類似）

1. 他の産地の出荷が少ない時期に販
売することで、高い価格での取引を
狙うため

2. 夏場に発生しやすい台風の被害を
避けるために、栽培時期を冬に限定
しているため

3. 消費地である関東地方までの輸送
コストを、冬場の方が安く抑えられ
るため

4. 冬の乾燥した気候を利用すること
で、農薬の使用量を抑えた栽培が可
能になるため

問10 火山の噴火による降灰の広がり方が季節によって異なる地域において、8月には火口から北西方向の市街地側に、2月には南東方向の海側に多く
灰が降る現象が見られます。この背景にある「季節風」と降灰の関係について、正しい記述を選びなさい。 （2020年 群馬県公立入試 類似）

1. 夏は南東からの季節風が吹くため
、火山灰が火口の北西側に運ばれや
すくなる

2. 冬は北西からの季節風が吹くため
、火山灰が火口の北西側に運ばれや
すくなる

3. 冬は南東からの季節風が吹くため
、火山灰が火口の南東側に運ばれや
すくなる

4. 夏は北西からの季節風が吹くため
、火山灰が火口の南東側に運ばれや
すくなる

問11 鹿児島県のシラス台地において、古くから稲作よりもサツマイモなどの畑作や畜産業が中心となってきた理由を、土地の性質に着目して説明し
たものとして正しいものはどれですか。 （2022年 宮城県公立入試 類似）

1. 土壌の粒子が粗く水はけがよすぎ
るため、稲作に必要な水を地表に蓄
えるのが難しかったから。

2. 土地に含まれる火山性の成分が米
の根を枯らしてしまうため、植物の
栽培自体が不可能だったから。

3. 土地が非常に低く湿っており、大
雨のたびに冠水するため、水田を維
持することが困難だったから。

4. 標高が非常に高く年間を通じて気
温が低いため、米の成長に必要な積
算温度が不足していたから。

問12 九州地方の南から日本の太平洋側に沿って流れる海流について、低緯度から流れてくる「暖流」であり、周辺地域に冬でも温暖な気候をもたら
す特性を持つものの名称はどれですか。 （2024年 徳島県公立入試 類似）

1. 黒潮（日本海流） 2. 親潮（千島海流） 3. リマン海流 4. 対馬海流

問13 かつて深刻な大気汚染などの公害を経験しましたが、その克服の歴史を活かし、現在はリサイクル産業などを集積させた「エコタウン」事業を
推進している地域があります。九州地方の北部に位置し、官営八幡製鉄所の稼働以来、日本の工業を支えてきたこの都道府県はどこですか。
（2022年 滋賀県公立入試 類似）

1. 広島県 2. 福岡県 3. 岡山県 4. 兵庫県


